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人であるべきだ ，という発想が生まれた。それが恋愛結婿のことであり，当時は「自由結婚」  
と呼ばれた。しかし，自分で結婚相手を決める場合には交際期間が必要となる。したがって，  
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日の青年男女を自由に交際させるのは，馴らされない暴馬を荒野に放つやうなもので，怪我過  
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あらゆる身体的接触の排除ほ日本の純潔概念の特色として浮かび上がるのである。   











然の要請であった」という（牟田1996b：82－83）。   
その要請は，田舎の村を出て，かつての農村共同体からは遠くはなれて女学校に入った女に  
とって，特に必要であると痛感されたと推測できる。→事例として，「私の選んだ理想の良人」  
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階的身体的接触という規範ほそれ以降の男女交際の特徴であり続けたのである。   
はじめに述べたように，「純潔」ほヴィクトリア朝道徳であり，アメリカの十九世紀の「真の  
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むしろ，男性が娘を訪問する際，二人にプライバシー を与えるために家族がしばしば出かける  
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13）赤川（1999：312）からの再引用。赤川は，Seidman，Steven．，1995 椎野信雄訳『アメリカ人の  
愛し方：エロスとロマンス』勤草書房，40頁を引用している。  




















変容：近代社会におけるセクシュアリティ，愛情，エロティシズム』，而立書房，松尾構文・松川   
昭子訳），残念ながら，ギデソズのいう‘romanticlovecomplex’の訳語が間違っている。例え   
ば，65頁では‘romanticlovecomplex’は「ロマンティック・ラブに対する抑圧されたこだわ  
り」という風に訳されてしまっている。しかし、ギデンズほ“Thecomplexofideasassociated   
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